
事業所名 ぱれっと弐番館 支援プログラム 作成日 2025年 3 月 ． 日

法人（事業所）理念 個々の個性を大事にしながら，他者との関りを楽しみながら学んでいきます。

支援方針 中高生メインの事業所として、 同世代との関りを大事にしながら、 集団支援や個々に合わせた自立のサポートをおこなっていきます。

平日 12 時 ゜ 分から 19 時 ゜ 分まで

◎ 営業時間 送迎実施の有無 なし
休日 ， 時 ゜ 分から 18 時 ゜ 分まで

支 援 内 容

健康•生活 ・精神的（感情コントロ ール）、 社会的な訓練をSST等を通して支援を行います。
・イベント（調理イベント・外出など）を通し生活スキルアップを行います。

・集団活動の中で作業活動や運動レクリエ ー ションなどを行い基本的な動作の向上や運動の楽しさを一緒に学びます。 活動の中で観察を行いながら、 必要に応じ個別での活動支援を行いま
運動・感覚 す。

・集団活動の中で、 バランストレーニングや筋カトレーニングなど様々なトレーニングを取り入れながら身体機能アップを図ります。

本 ・作業学習や運動を通し、 色や数字、 物の大きさなどの把握が出来るようなトレーニングを取り入れながら支援を行います。人
支 認知・行動 ·SSTや日常生活の中での他者との関りを通じ、 認知への偏りを軽減しながら様々な事ヘチャンレンジ出来る環境づくりを行います。

援 ・個々の認知しやすい方法（視覚・聴覚等）を用いた支援を行います。
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声ロロ ・同世代のお友達との関わり方・距離感を学んでいきます。
・言葉だけではなく、 個々に合わせたコミュニケー ション手段（絵カード・ジェスチャー等）を取り入れ意思の伝達 ・ 理解を行います。コミュニケー ション ・日直のお仕事を通して運動や調理などの説明を行いながら伝達の練習を行います。

人間関係 ・集団活動の中でグループごとでの話し合いを取り入れながら他者への伝え方を支援していきます。
・集団活動を通し、 周囲への適切な声掛けや気持ちのコントロ ールの仕方を学んでいきます。社会性 ・様々な現面を提示し、 自分で考える時間を設け伝える練習を行います。

・連絡帳や送迎時などを通じ、 日々の様子や取り組みを共有します。 ・必要時1→進路先（学校・就労等）へ情報共有を行います。
家族支援 ・必要に応じて、 面談や電話などその現に応じた手段にて困りごとなどの相談 移行支援

援助を行います。

・学校や他事業所との連携を行います。 ．虐待防止（身体拘束）、 感染症、 事故防止等の定期的な研修。
地域支援・地域連携 ・卒後に向け、 就労継続支援事業所や就労移行支援事業所への見学や体験を取 職員の質の向上 ・事業所内での会議実施

り入れています。 ・全事業所合同での管理者会議の実施

•お誕生日会（毎月） •おやつ作り（毎月） ・ごはん作り（毎月） •お出かけ（ドフイブ・JRやバスでの移動） ・運動（公園・室内） ・ハロウィンパー丁イ ー

主な行事等 クリスマスパーティー ・ マリンワ ールド ・カラオケ などなど
など、 毎月の行事や季節に合わせたイベントを行っています。


